
２０２２年６月
福島地方気象台-キキクル（危険度分布）の改善 6月30日に配色変更-

気象に関する参考資料

降った雨は地中に浸み込んだり地表面を流れるなどして川に集まります。大雨時には、雨は地中に浸み込んで
土砂災害を発生させたり、地表面に溜まって浸水害をもたらしたり、川に集まって増水することで洪水害を引き
起こしたりします。
気象庁では大雨警報や洪水警報が発表されたときや雨が強まってきたときに、どこで危険度が高まっているか

を把握できるように、土砂・浸水・洪水のキキクル（危険度分布）を提供しています。
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大雨の降っている場所は
気象レーダーで把握可能
（でも、災害の発生する場所・時
間とは、必ずしも一致しない）

雨雲の動き（気象レーダー）
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6月30日までの配色



-積雪の深さと降雪量の６時間先までの予報を開始します-キキクル（危険度分布）改善 ～「黒」の新設、「うす紫」と「濃い紫」の統合～
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現在は警戒レベル5相当の「黒」が設定されておらず、また、警戒レベル4相当の「うす紫」と「濃い紫」が警戒レベル
4の色と一致していない状況ですが、6月30日からは警戒レベル5相当の「黒」を新設し、警戒レベル４相当の「うす紫」
と「濃い紫」を「紫」に統合します。これにより、警戒レベルの色に一致し、とるべき行動がより分かりやすくなります。

現状 改善後
色が持つ
意味 状況 住民等の行動の例

極めて
危険

命に危険が及ぶ土
砂災害がすでに発
生していてもおかしく
ない状況。

この段階の前に避難を完了
しておく。

非常に
危険
【４相当】

命に危険が及ぶ土
砂災害がいつ発生
してもおかしくない状
況。

土砂災害警戒区域等の外
へ避難する。

警戒
【３相当】

土砂災害への警戒
が必要な状況。

高齢者等は土砂災害警戒
区域等の外へ避難する。
高齢者等以外の方も、
普段の行動を見合わせ始めた
り、避難の準備をしたり、自ら
避難の判断をする。

注意
【２相当】

土砂災害への注意
が必要な状況。

ハザードマップ等により避難行
動を確認する。今後の情報
や周囲の状況、雨の降り方
に留意する。

今後の
情報等に
留意

今後の情報や周囲の状況、
雨の降り方に留意する。

色が持つ意
味 状況 住民等の行動の例

災害
切迫
【５相当】

命に危険が及ぶ土砂
災害が切迫。土砂災
害がすでに発生している
可能性が高い状況。

(立退き避難がかえって危険な場合)
命の危険
直ちに身の安全を確保！

危険
【４相当】

命に危険が及ぶ土砂
災害がいつ発生しても
おかしくない状況。

土砂災害警戒区域等の外
へ避難する。

「警戒」（赤）、「注意」（黄色）、「今
後の情報等に留意」（無色）については変
更なし。

＜警戒レベル４までに必ず避難！＞
「紫」が出現した段階で
速やかに安全な場所に
避難する判断を！

「黒」と「紫」の意味と住民等の行動例（土砂災害の例）



-積雪の深さと降雪量の６時間先までの予報を開始します-キキクル（危険度分布）改善 ～表示例～
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土砂キキクル

今後の情報等に留意

災害切迫 【警戒レベル５相当】
危険 【警戒レベル４相当】
警戒 【警戒レベル３相当】
注意 【警戒レベル２相当】

浸水キキクル

今後の情報等に留意

災害切迫 【警戒レベル５相当】
危険
警戒
注意

洪水キキクル
災害切迫 【警戒レベル５相当】
危険 【警戒レベル４相当】
警戒 【警戒レベル３相当】
注意 【警戒レベル２相当】
今後の情報等に留意

改善後の「黒」（災害切迫）と「紫」（危険）の表示例です。

「黒」は、土砂災害がすでに発生している可能性が高い状況であるため、土砂災害が発生する前にいつも出現
するとは限りません。
「黒」を待つことなく、「紫」が出現した段階で、速やかに安全な場所に避難することが極めて重要です。


